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を味わう、  親子でフリフリ♪ 

サラダシェイカーで野菜を楽しもう 

６月 親子で作るカラフルサラダ 

８月 お豆腐クリームのベジパフェ 

11 月～1 月 大豆・麹・塩で手作りみそ 

３月 毎日の食事に取り入れる「ぱく増し」 

日時：６/21(日) 午前 10 時～11 時 30 分 
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 親 子 ・ 子 ど も 向 け 

 大 人 向 け 



 

✓ レタスはちぎるだけ！  

✓ ドレッシングは混ぜるだけ！ 

✓ なすは切るだけ！ 

✓ 材料を入れて炒めるだけ！ 

ちぎったり、切ったりするのは

お子さんのお手伝いにも最適！ 

このシリーズは 

春夏秋冬あります 

7 

当 日 受 付 

6 

中高生等向け学習スペースの無料開放のお知らせ 
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他にも、シリーズ本 

『料理はすごい！』 

『お菓子はすごい！』 

『めんはすごい！』 

『魚介はすごい！』 

『お米はすごい！』 

があります！ 
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 児童館のお知らせ 

▶生物園ホームページ 
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足立児童文化サークル 
「木の芽会」創作童話 

「ぼくとピーナッツ」(上) 
(7〜8 さいむけ) 

文・絵 六月のかえる 

ある日、ポカポカとあたたかいお日さまの光で目をさますと、ぼくは小さくなっ

ていた。 

よこには同じくらいの大きさのカラのついたピーナッツ。 

「あれ? ぼくピーナッツになっちゃった?」 

たしか、今日は 2 年生が 4 時間目でおわった日。かえってきてすぐにおやつを

食べて、それから……。うーん。と首をひねっていると、ブォーンと大きな音が

きこえてきた。向こうからつよい風がふいてきて、ぼくの体はあっという間にふ

きとばされて、そのさきの大きなあなにのみこまれていった。 

 「うわぁぁぁぁぁー!」 

シュルシュルースポンっと、とび出たところで、ドスンとしりもちをついた。 

「いてててて。ここはどこ?」 

キョロキョロしていると、おしりの下からさけび声がした。 

「いたいのはこっちよ! どいてってば!」 

声がした方を見ると、オレンジ色のかみの毛をした、同じ年くらいの女の子が

いた。 

あわてておりると、女の子は言った。 

「わたしは、ロクサーヌ。あなただれ?」 

へんじもまたずに、ロクサーヌはスタスタと歩き出した。 

「ぼくは、しんご。ちょっとまってよー。」 

ロクサーヌのあとをおいかけた。ここはどこなんだろう? 空もじめんも、は

い色でおおわれたばしょを、トボトボと歩いていると、下からひびくひくい声が

聞こえてきた。 

「ひさしぶりのエモノだなぁ。」 

声がした方を見ると大きなはい色のモンスターがいた。右の目は赤色、左の目

は青色のちがう色がギラリと光っていた。 

せなかがヒヤリとして、おもわずロクサーヌのうしろにかくれた。 

「わたし、出口をさがしているの。」 

ロクサーヌがキッパリと言うとと、モンスターは言った。 

「おまえたちは、二どとここから出られない。」 

そう言うと、モンスターは大きな口をさらに大きくあけて、はい色のかたまり

をロクサーヌめがけて次々にふき出した。ロクサーヌは、足元から少しずつ、は

い色にうもれてうごけなくなっていった。ぼくは、ロクサーヌのうしろで小さく

うずくまっていた。ロクサーヌの体はだんだんとはい色でうまっている。たすけ

なきゃ。 

「うりゃー!」 

とび出してきたのは、え? ピーナッツ? みじかい手足の生えたピーナッツは

けんを持っていて、モンスターにたちむかっていった。だけどあっという間に、

はい色のかたまりにふきとばされてしまった。キンという音を立てて、水色に光

るけんが、ぼくの足元にささった。 

「ええ～⁉ どうしよう……」 

ぼくは、いつだってムリなことは、はじめからやらないできた。

だから今回だって、なにもできないと思う。 

「けんなんてゲームの中でしか使ったことないよ……」 

「それでいいの! ゲームを思い出して!」 

ロクサーヌの声が聞こえてきたけど、こわくてたまらなかった。 

「しんご! たすけて!」 

顔まではい色にうまったロクサーヌがさけんだ。足がガクガクして前に出せな

いでいると、ころがっていたピーナッツにつまずいたいきおいで、けんをふり上

げたままモンスターによろめいていった。 

「ハハハ。それで、たたかっているつもりか?」 

モンスターは、ぼくのけんをヒラリとかわした。 

ぼくがやるしかないんだ。いつものゲームを思い出して、今度はつよくふみこ

んだ。 

「エイッ! ヤー!!」 

こちらの用紙に記入、またはメールにて童話の感想をお待ちしております。 
用紙はキリトリ線で切り取ってセンター窓口にお渡しください。 

保塚地域学習センター 
メールアドレス 

 

※木の芽会の活動に興味のある方は、保塚地域学習センターまでお問い合わせください。 
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